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学位論文審査結果報告書 
平成 27年 6月 30日 
 
大学院医学研究科長 様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
氏名  村上 友太 
学位論文題名 
特発性低髄液圧症候群の髄液中診断バイオマーカー 
 
 本研究は、診断に難渋することが多い低髄液圧症候群(SIH)の診断のための髄液中バイオ
マーカーを探索した研究である。本疾患は臨床症状と画像診断により診断されることが多
い疾患ではあるが、現行の診断方法では正確な診断に至らないケースも存在するとされて
いる。そこで本研究では、 SIH 群、SIH が疑われる臨床症状があるものの SIH と診断し得
なかった non-SIH 群、および他疾患例（対照群）から採取された髄液の解析を行った。そ
の結果、髄液中 のアルブミン、IgG（重鎖）、血清型トランスフェリン（Tf -2）、Lipocalin
型プロスタグラン ジン D2合成酵素（L-PGDS）、可溶性アミロイド前駆タンパク質（sAPP）、
髄液型トランスフェリン（Tf -1）などの髄液中濃度は全て、SIH 群において上昇している
ことが明らかとなった。 
 審査会においては、SIHの診断基準、各検査項目の重み付け、各マーカー上昇の機序等に
ついて議論された。SIHは診断が比較的困難な疾患であり、疾患概念の変遷もみられるため、
現在の診断ガイドラインに至る過程や今回用いられた基準の問題点を議論すべきとの意見
が出され、これらの論文中の序論および研究の limitationにこの点を詳述する変更が加え
られた。また、今回検討した各検査項目の重みづけと、より正確性が高い判定方法につい
て統計学的検討を加えることが提案され、論文には多変量解析の結果が追加され、髄液
L-PGDS濃度と髄液 Tf-1濃度が診断に有用な項目であることが示された。さらに、血液由来
蛋白質であるアルブミン、IgG、 Tf-2の上昇と、中枢神経由来蛋白質である L-PGDS、 sAPP、 
Tf-1 の上昇の両者が上昇する機序について議論を加えることが提案され、推察される機序
についての議論が追加された。 
本研究は、診断がしばしば困難な SIH の新たな診断方法を提案しうる極めて重要な研究
であり、新規性および科学的論理性を十分に有すると考えられる。今後の研究の発展も期
待され、学位に値すると判定する。 
 
論文審査委員 主査  志村浩己 
副査  紺野愼一 
副査 八木沼洋行 
  
